
いのちとくらしの先進都市広報広報

ほこたほこた

今
月
の
内
容

10―12 行政からのお知らせ２

■市集中改革プラン進捗状況
■市職員の給与公表
■地域職業相談室案内
■片岡鶴太郎講演会
■医療機関案内　ほか

6―9 まちの話題

■旬の味覚PR
■ NHKのど自慢開催決定
■おはよう茨城、鉾田で撮影
■こむこむ　ほこた
■スポーツ　ほか

2―5 行政からのお知らせ１

■県の出先機関再編
■旭保健センター完成
■軽自動車・バイクの廃車手続き
■インターネット公売
■地域福祉計画策定経過　ほか
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２
月
、
市
内
全
て
の
中
学
校
で
、
立
志
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

立
志
と
は
、「
志
を
立
て
る
。
目
的
を
定
め
て
こ
れ
を

成
し
と
げ
よ
う
と
志
す
こ
と
」
で
、
武
士
の
子
が
14
歳
で

成
人
と
認
め
ら
れ
る
『
元
服
』
が
起
源
と
さ
れ
て
お
り
、

大
人
に
な
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
考
え
る
機
会
と
な

り
ま
す
。

　

２
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
鉾
田
北
中
の
立
志
式
は
、
主

役
で
あ
る
２
年
生
73
名
全
員
が
自
分
た
ち
の
手
作
り
で
や

ろ
う
と
、
式
典
係
・
文
集
係
・
ビ
デ
オ
作
成
係
・
奉
仕
活

動
係
に
分
か
れ
て
進
め
て
き
た
も
の
で
、
式
典
で
は
、
生

徒
自
演
の
立
志
劇
「
キ
ズ
ナ
」
の
上
映
や
立
志
活
動
報
告

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
係
が
発
表
し
た
立
志
活
動
報
告
で
、奉
仕
活
動
係
は
、

世
界
の
子
ど
も
た
ち
の
置
か
れ
た
状
況
を
調
べ
、
自
分
た

ち
が
恵
ま
れ
た
環
境
で
生
活
し
て
い
る
こ
と
。
２
０
０
４

年
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
寿
命
は
、
日
本
が
82
歳
で
ザ

ン
ビ
ア
が
38
歳
…
と
い
う
現
実
を
知
り
「
本
当
に
望
む
な

ら
、
自
分
た
ち
が
世
界
を
変
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
日
々

を
見
直
し
、
今
を
変
え
て
い
き
た
い
」
と
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
来
賓
や
保
護
者
、
先
生
が
見
守
る
中
、
一
人

ひ
と
り
が
壇
上
で
『
立
志
の
決
意
』
を
披
露
。
フ
ィ
ナ
ー

レ
で
は
「
夢
見
る
こ
と
は
生
き
る
力　

夢
見
る
た
め
に
生

ま
れ
て
き
た
♪
」
と
『
生
命
が
羽
ば
た
く
と
き
』
を
合
唱

し
心
を
一
つ
に
し
ま
し
た
。
来
賓
の
青
少
年
育
成
鉾
田
市

民
会
議
会
長
粟
野
幹
次
さ
ん
の
挨
拶
に
も
「
子
ど
も
は
夢

を
見
る
。
大
人
は
夢
を
具
体
化
す
る
」
と
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
立
志
式
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
『
Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｐ　

Ｔ
Ｈ

Ｅ　

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
（
キ
ー
プ
ザ
ハ
ー
ト
）』
に
は
「
夢
を

見
つ
け
よ
う
と
す
る
前
向
き
な
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
欲

し
い
」と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
志
を
立
て
、

決
意
を
表
明
し
た
み
な
さ
ん
の
努
力
が
、
そ
の
夢
を
か
た

ち
に
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

鉾田北中学校立志式、２年生全員による合唱の様子

夢
見
る
こ
と
は
生
き
る
力

夢
見
る
こ
と
は
生
き
る
力

　

翼
を　

ひ
ろ
げ　

羽
ば
た
こ
う

　

翼
を　

ひ
ろ
げ　

羽
ば
た
こ
う

鉾田市民憲章鉾田市民憲章
● 水と緑ゆたかな自然を誇り、美しい環
境をつくります
● 思いやりを大切にし、助け合いと感謝
のこころを育みます
●健康で働き、活気ある産業を築きます
●教養を深め、高い文化を培います
● きまりを守り、安心して暮らせるまち
をつくります
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市
の
動
静　
（
２
月
）

２　

市
民
と
市
長
の
朝
市
ト
ー
ク

　
　

市
補
助
金
等
審
議
会
答
申

３　

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
理
事
会

５　

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

９　

知
事
へ
鉾
田
市
産
苺
Ｐ
Ｒ
表
敬
訪
問

　
　

主
要
地
方
道
大
洗
友
部
線
改
良
促
進

　
　

期
成
同
盟
会
県
要
望

10　

鹿
行
市
長
協
議
会

13　

 

市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ネ
ー
ミ
ン
グ

選
考
会　

16　

市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

17　

鹿
行
広
域
事
務
組
合
管
理
者
会

　
　

 

東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
建
設
促
進
期
成
同

盟
会
中
央
要
望
活
動

　
　

市
耐
震
改
修
促
進
計
画
策
定
委
員
会

18　

市
行
政
改
革
推
進
本
部
会
議

19　

鉾
田
海
岸
保
全
対
策
検
討
委
員
会

20　

こ
こ
ろ
の
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム

23　

旭
保
健
セ
ン
タ
ー
建
設
完
成
披
露
会

　
　

鹿
行
保
健
医
療
福
祉
協
議
会

24　

県
北
鹿
行
市
長
会
定
例
会

26　

鹿
行
広
域
事
務
組
合
議
会
２
月
定
例
会

27　

農
業
振
興
地
域
整
備
促
進
協
議
会

　
　

定
例
記
者
会
見

茨
城
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
議
会
事
務
局
☎
３
３
〜
２
１
１
１

 

（
内
線
）
１
３
１
１

問
鉾
田
市
議
会
定
例
会
の
お
知
ら
せ

◆
開
会　

３
月
３
日
（
火
）
10
時
か
ら

　

鉾
田
市
役
所　

３
階　

市
議
会
議
場

　
【
日
程
】

　

３
月
３
日
（
火
）
本
会
議
（
初
日
）

　
　
　

５
日
（
木
）
本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　
　

６
日
（
金
）
本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　
　

９
日
（
月
）
本
会
議

　
　
　

11
日
（
水
）
本
会
議

　
　
　

12
日
（
木
）
委
員
会

　
　
　

13
日
（
金
）
委
員
会

　
　
　

16
日
（
月
）
委
員
会

　
　
　

17
日
（
火
）
特
別
委
員
会

　
　
　

19
日
（
木
）
本
会
議
（
最
終
日
）

　

※
日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
傍

聴
を
す
る
方
は
お
問
合
せ
の
う
え
お
い
で
く
だ
さ
い
。

問 県人事課☎029－301－2267

■
土
木
事
務
所
の
再
編

検
査
部
門
、
総
務
部
門
及
び
管

理
部
門
の
一
部
を
集
約
し
た
土

木
事
務
所
と
現
地
性
の
高
い
業

務
を
行
う
工
事
事
務
所
に
再
編

さ
れ
ま
す
。

■
県
税
事
務
所
の
再
編

こ
れ
ま
で
ど
お
り
県
税
の
賦
課

徴
収
全
般
を
行
う
県
税
事
務
所

と
、
窓
口
収
納
等
の
住
民
サ
ー

ビ
ス
業
務
及
び
賦
課
業
務
の

一
部
を
行
う
支
所
に
再
編
さ

れ
ま
す
。

■
農
林
事
務
所
の
設
置

地
方
総
合
事
務
所
農
林
部
門
、

地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

及
び
土
地
改
良
事
務
所
を
再
編

統
合
し
、
農
林
関
係
出
先
機
関

が
一
体
と
な
っ
て
農
林
業
を
振

興
す
る
農
林
事
務
所
が
新
た
に

設
置
さ
れ
ま
す
。

■
県
民
セ
ン
タ
ー
の
設
置

地
方
総
合
事
務
所
を
廃
止
し
、

県
民
サ
ー
ビ
ス
や
現
地
性
の
高

い
業
務
を
行
う
県
民
セ
ン
タ
ー

が
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

市
町
村
合
併
の
進
展
や
、
高
速
道
路

網
・
情
報
通
信
手
段
の
整
備
状
況
な
ど

の
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
、
地
方
総

合
事
務
所
な
ど
の
県
の
出
先
機
関
が
再

編
さ
れ
ま
す
。

鉾田地域の出先機関
はこうなります

＜　現　在　＞ ＜平成21年４月から＞

鹿行地方総合事務所
（総務課・企画振興室・県民生活課・商工労政課

・環境保全課・建築指導課・福祉課）

鹿行地方総合事務所＜農林関係＞
（農政課・地域農業振興室・農林課）

鉾田地域農業改良普及センター

鉾田土地改良事務所

行方県税事務所

鉾田土木事務所

鹿行県民センター

鹿行農林事務所

行方県税事務所

鉾田工事事務所

県政の広聴、青少年健全育成、消費生活相談、交通事故相談、
旅券発給、環境保全、産業保安、労働相談、雇用対策、建築確認、
生活保護

農地転用許可、農薬の取締り、農業生産基盤の整備、農林業担い
手の確保・育成、農林業の経営・技術に関する指導・助言、治山・
林道事業

県税の窓口収納、納税証明、税の賦課・徴収

道路・河川の整備・維持管理、工事経理・入札、道路占用許可

４
１

 
か
ら 



茶色ビン 無色ビン その他のビン
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資
源
ビ
ン
の

 

出
し
方
に
つ
い
て

　

資
源
ビ
ン
の
分
別
に
つ
い
て
、
同
一
の
コ
ン
テ
ナ
に

入
れ
ら
れ
て
い
る
集
積
所
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

資
源
ビ
ン
を
出
す
際
は
、
次
の
留
意
事
項
に
従
っ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
資
源
ビ
ン
以
外
の
物
や
分

別
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
収
集
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、

分
別
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
割
れ
て
い
る
ビ
ン
に
つ
い
て
は
、
資
源
ビ
ン

と
し
て
回
収
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
燃
や
さ
な
い
ご
み
と

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
の
廃
車

 

手
続
き
は
お
済
で
す
か

　

軽
自
動
車
税
は
、
使
用
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
毎
年
４

月
１
日
現
在
の
登
録
上
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
名
義
や
住
所
の
変
更
、
あ
る
い
は
廃
車
を
検
討

さ
れ
て
い
る
方
、
又
は
、
既
に
廃
棄
し
て
い
る
方
は
、

早
急
に
手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、手
続
き
の
受
付
窓
口
は
、車
両
の
種
類
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
次
の
一
覧
表
を
ご
確
認
の
う
え
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■ビンの出し方： キャップを外してから中身を残さず、水で軽くすすいで分別し
て専用コンテナに入れてください

※資源ビン以外は入れないでください。混入している場合は回収されません。
※化粧品のビンについても回収できることとなりました。色分けをしてお出しください。

手続き窓口一覧

車種 取扱窓口 手続きに必要なもの

●原動機付自転車
　（50～ 125cc 以下）
●小型特殊自動車
　（農耕用トラクターなど）

鉾田市役所　税務課
☎33-2111（内線）1183・1184
　　又は　旭市民センター
　　　　　大洋市民センター

・ 鉾田市（旭村・鉾田町・大洋村）
のナンバープレート
・印鑑

●軽二輪車
　（125超～ 250cc 以下） 茨城運輸支局

水戸市住吉町353
☎050-5540-2017

取扱窓口にお尋ねください。
●二輪の小型自動車
　（250cc 超）

●軽四輪車
軽自動車検査協会茨城事務所
茨城町若宮887-59
☎029-293-9989

取扱窓口にお尋ねください。

市
役
所　

生
活
環
境
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

 

（
内
線
）
１
１
３
２

問

市
役
所　

税
務
課　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

 

（
内
線
）
１
１
８
３
・
１
１
８
４

問

旭
保
健
セ
ン
タ
ー
完
成
！

　

旭
保
健
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
２
月
９
日

に
移
転
し
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
公
募
に
よ
る
委
員

も
参
加
し
て
組
織
さ
れ
た
（
仮
称
）
旭
健
康

増
進
館
整
備
検
討
委
員
会
（
委
員
10
名
）
に

よ
り
使
い
や
す
さ
や
経
費
の
面
な
ど
か
ら
検

討
が
な
さ
れ
、
旭
総
合
支
所
敷
地
内
に
建
設

し
、
学
習
等
供
用
施
設
と
の
供
用
と
い
う

ス
タ
イ
ル
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
・
旭
保
健
セ
ン
タ
ー
は
「
栄
養
指
導
室
」

や
「
機
能
訓
練
室
」
な
ど
も
設
け
ら
れ
、
保

健
福
祉
施
設
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

▲ 2F 視聴覚室兼集会室 ▲ 2F　研修室 ▲ 2F　栄養指導室

▲ 1F　診察室１ ▲ 1F　診察室２ ▲ 1F　ロビー

▲ 1F　相談室 ▲ 1F　機能訓練室 ▲ 1F　多目的室

問

直
通
３
７
〜
１
４
１
１

〈施設の概要〉
●名称：鉾田市旭保健センター●所在地：鉾田市造谷 605-3（旭総合支所隣）●構造等：鉄筋コンクリート造・地上２階建●延床面積：保健センター
（増築部分）568.52 ㎡・学習等供用施設（改修部分）558.13 ㎡・倉庫棟（改修部分）34.00 ㎡●事業費：242,414,000 円
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市
役
所　

収
納
課　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

 

（
内
線
）
１
１
７
２

問

市
役
所　

介
護
保
険
課　

☎
３
３
〜
２
１
１
１

 

（
内
線
）
１
５
７
７

問

納
税
は
口
座
振
替
を

 

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
税
な
ど
の
納
付
に
あ
た
っ
て
は
税
目
ご
と
に
納
期

が
異
な
る
た
め
、
現
金
で
納
付
し
て
い
る
場
合
に
は
そ

の
都
度
、
金
融
機
関
や
市
役
所
に
出
向
い
て
納
付
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
市
で
は
利
便
性
の
向
上
や

納
め
忘
れ
防
止
の
た
め
に
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
料
を

 

納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

介
護
保
険
制
度
は
、
現
役
世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
が
納
め
る
介
護
保
険
料
を
財
源
と
し

て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
安
心
し
て
制
度
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
介
護
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
ま

し
ょ
う
。
介
護
保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
滞
納
期
間
に

応
じ
て
次
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
差
押

や
他
市
と
の
合
同
公
売
等
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
徴
収
強

化
の
一
環
と
し
て
、新
た
に「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
」
を
実
施

し
ま
す
。
家
宅
捜
索
に
よ
り
差

押
え
た
動
産
（
自
動
車
・
バ
イ

ク
・
パ
ソ
コ
ン
・
美
術
品
・
時

計
な
ど
）
や
不
動
産
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
に
よ
り
売
却
し
、
滞
納
と

な
っ
て
い
た
税
金
に
充
当
し
ま

す
。

　

第
１
回
目
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
売
は
、
２
月
に
行
っ
た
家

宅
捜
索
に
よ
り
差
押
え
た
動
産

を
対
象
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

 

実
施
期
間
（
せ
り
売
り
）

５
月
８
日
（
金
）
13
時
か
ら

５
月
11
日
（
月
）
13
時
ま
で

※ 

参
加
を
希
望
す
る
場
合
に 

は
事
前
に
「
官
公
庁
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
」
ペ
ー
ジ
上
で
の
参

加
申
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
参
加
申
込
期
間

４
月
14
日
（
火
）
13
時
か
ら

４
月
30
日
（
木
）
17
時
ま
で

　
―

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売―

 

《
家
宅
捜
索
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
実
施
》

滞
納
処
分
の
新
方
策
導
入

滞
納
処
分
の
新
方
策
導
入

問

市
役
所　

収
納
課

☎
３
３

－

２
１
１
１

（
内
）
１
１
７
３
〜
１
１
７
５

納
め
忘
れ
が
な
い
か

 

ご
確
認
を
！

　

平
成
20
年
度
の
市
税
等
に
つ

い
て
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
や
む
を
得
な
い
事
情

等
で
納
期
限
内
の
納
税
が
困
難

な
場
合
に
は
、
早
め
に
収
納
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★ 「インターネット公売」へ
の参加方法等

① ヤフー・オークションのホー
ムページを開く。

　　　↓
② 「官公庁オークション」を
クリックする。

　（ http//koubai.auctions.
yahoo.co.jp/）

　　　↓
③参加事前登録を行う。
　（４月14日～ 30日）
　　　↓
④ オークション（公売）に参
加する。（５月８日～ 11日）

※詳しくは、ヤフー㈱の「官
公庁オークション」ホームペー
ジ、又は「鉾田市ホームページ」
をご覧ください。

（注） 公売日直前に税の完納な
どで中止される場合があ
ります。

■
取
扱
税
・
保
険
料

・
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

・
固
定
資
産
税

・
軽
自
動
車
税

・
国
民
健
康
保
険
税

・
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

■
申
込
方
法

　

 

金
融
機
関
窓
口
で
、
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※
通
帳
・
届
出
印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
取
扱
金
融
機
関

●
常
陽
銀
行
●
関
東
つ
く
ば
銀
行
●
東
日
本
銀
行

●
茨
城
銀
行
●
水
戸
信
用
金
庫
●
茨
城
県
信
用
組

合
●
茨
城
旭
村
農
業
協
同
組
合
●
か
し
ま
な
だ
農

業
協
同
組
合　

以
上
の
各
本
・
支
店
。

●
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
は
全
国
ど
こ
で
も
可
。

■
振
替
開
始
時
期

　
 

申
し
込
ん
だ
日
の
翌
月
以
降
の
納
期
か
ら
引
き

落
と
し
さ
れ
ま
す
。

■
残
高
不
足
で
振
替
で
き
な
か
っ
た
場
合

　

 

振
替
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
市
役
所
か
ら
不

能
通
知
書
と
併
せ
て
納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、そ
の
納
付
書
で
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

※ 

再
振
替
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
振
替
日
の
前
日
ま

で
に
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

 

ま
た
、
振
替
日
の
当
日
に
入
金
を
し
て
も
振
替
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

１年間滞納した場合

●サービス利用時の支払い方法の変更
（償還払いへの変更）

サービスを利用したとき、いったん利用料の
全額を自己負担しなければならなくなります。
（９割相当分は後で市から払い戻されます。）

１年６ヵ月間滞納した場合

●保険給付の一時差し止め
●差し止め額から滞納保険料を控除

市町村から払い戻されるはずの給付費（９割
相当分）の一部または全部を、一時的に差し
止めるなどの措置がとられます。なお、滞納
が続く場合は、差し止められた額から、保険
料が差し引かれる場合もあります。

２年以上滞納した場合

●利用者負担の引き上げ
●高額介護サービス費の支給停止

介護保険料の未納期間に応じて、本来１割で
ある利用者負担が３割に引き上げられ、高額
介護サービス費等が受けられなくなります。

困ったとき困ったとき
は、介護保は、介護保
険の窓口へ険の窓口へ

災
害
や
扶
養
者
の
失
業
な
ど
で
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
場

合
は
、
保
険
料
の
減
免
や
猶
予
が

受
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

困
っ
た
と
き
に
は
、
お
早
め
に
介

護
保
険
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



地
域
福
祉
計
画
策
定
経
過

地
域
福
祉
計
画
策
定
経
過

 

〜
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
及
び
懇
談
会
実
施
〜

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、「
鉾
田
市
地
域
福
祉
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、12
月
に
は
市
内
３
会
場
で
「
地
域
福
祉
懇
談
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
懇
談
会
で
は
、
鉾
田
市
を
取
り
巻
く
現
状
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
、
計
画
の
骨

子
の
説
明
が
行
わ
れ
、
地
域
の
課
題
や
特
性
、
課
題
の
解
決
方
法
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

広報ほこた H21.3
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家
族
機
能
の
変
化
や
人
々
の
価
値
観
の
多
様
化
を
受

け
て
、
身
近
な
住
民
ど
う
し
の
交
流
や
相
互
扶
助
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
の
つ
な
が
り
が
限
定
的
な
も
の
と
な
り

つ
つ
あ
る
中
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
障
害
者
等
、
生

活
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々
を
は
じ
め
と
し
た
今
後
の

福
祉
の
あ
り
方
や
、
家
庭
内
暴
力
、
虐
待
、
引
き
こ
も

り
等
の
新
た
な
社
会
問
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

鉾
田
市
地
域
福
祉
計
画
で
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る

様
々
な
福
祉
課
題
に
つ
い
て
個
人
の
努
力
（
自
助
）、

地
域
を
含
め
た
相
互
の
助
け
合
い
（
共
助
）、
公
的
な

制
度
（
公
助
）
の
「
連
携
」
に
よ
っ
て
、
問
題
解
決
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
計
画
の
目
的　

《
鉾
田
市
を
取
り
巻
く
状
況
》

■
高
齢
者
の
状
況

・
平
成
20
年
度
高
齢
化
率

　

25
．
６
％
（
県
平
均
21
．
２
％
）　
　

　

※
平
成
25
年
度
に
は
28
．
２
％
に
な
る
見
込
み

・
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
い
る
世
帯
の
割
合

　

67
．
５
％
（
県
平
均
50
．
６
％
）

■
障
害
者
の
状
況

・
障
害
者
手
帳
保
持
者
数

　

 

身
体
障
害
者
で
年
平
均
で
約
５
％
ず
つ
、
知
的
障

害
者
で
約
３
％
ず
つ
増
加
し
て
お
り
、
精
神
障
害

者
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度
を
境
に
横
ば
い
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
児
童
の
状
況

　

 

小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
数
は
微
減
、
保
育
所
・

保
育
園
の
年
間
延
出
席
児
童
数
は
、
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
抜
粋
）

（
調
査
方
法
と
回
収
状
況
）

調
査
対
象
：
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方
を
、
無
作
為
に

　
　
　
　
　

２
，
０
０
０
名
抽
出

調
査
方
法
：
郵
送
に
て
配
布
回
収

調
査
期
間
：
平
成
20
年
８
月
８
日
（
金
）
〜
25
日
（
月
）

回
収
状
況
：
回
収
数
７
２
３
、
う
ち
有
効
回
収
数
７
１
７

　
　
　
　
　

（
回
収
率
35
．
９
％
）

社
会
福
祉
協
議

会 保
健
・
健
康
づ

く
り

地
域
の
助
け
合

い
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

障
害
者
福
祉

子
ど
も
の
福

祉
・
保
健

高
齢
者
福
祉

福
祉
全
般

基
本
属
性

項
目

「
鉾
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
」
の
認
知
状
況

今
後
の
活
動
の
拠
点

「
社
協
だ
よ
り
」
の
認
知
状
況

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
必
要
な
保
健
事
業

隣
近
所
と
の
つ
き
あ
い

隣
近
所
の
人
と
の
つ
き
あ
い
を
あ
ま
り
し
て

い
な
い
理
由

地
域
の
行
事
へ
の
参
加
状
況　

な
ど

障
害
者
に
対
し
て
、
や
さ
し
い
社
会
を
つ
く

る
た
め
に
必
要
な
こ
と

安
心
し
て
子
ど
も
を
健
や
か
に
生
み
育
て
て

い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と

明
る
く
活
気
あ
る
長
寿
社
会
の
確
立
に
向
け

て
必
要
な
こ
と

各
分
野
の
関
心
度
、
用
語
の
認
知
度
、
知
識
、

情
報
の
認
知
媒
体
な
ど

性
別
、
年
齢
、
居
住
地
区
、
居
住
年
数
な
ど

詳　

細

〈
調
査
内
容
〉

《
主
な
意
見
・
要
望
》

▼
利
用
し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て

・ 

高
齢
者
世
帯
や
市
外
か
ら
転
入
し
て
き
た
方
は
市
の
情
報

が
特
に
入
り
に
く
い
。
市
の
情
報
が
広
く
行
き
わ
た
る
よ

う
工
夫
し
て
ほ
し
い
。

▼
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

・ 

地
域
で
福
祉
活
動
に
関
わ
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
必

要
。

・ 

教
師
経
験
者
や
保
育
士
免
許
所
持
者
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
、
子
育
て
支
援
を
す
る
と
い
う
方
法
が
あ
る
。
行
政
が

事
業
の
立
ち
上
げ
を
支
援
し
て
く
れ
れ
ば
、
協
力
し
た
い

と
い
う
住
民
が
い
る
の
で
、
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

参
加
意
向
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

▼
健
康
と
社
会
的
自
立
へ
の
支
援
体
制
づ
く
り

・ 

救
急
の
患
者
等
が
病
院
に
搬
送
さ
れ
る
際
、
た
ら
い
回
し

に
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
る
が
、
市
と
し
て
も
対

応
体
制
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。

▼
そ
の
他

・ 

住
民
と
行
政
が
協
力
し
て
、
地
域
福
祉
に
取
り
組
め
る
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
。

・ 

母
親
が
働
い
て
い
な
く
て
も
、
地
域
の
中
で
、
母
親
と
子

ど
も
が
孤
立
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
子
育
て
家
庭
を
、
支
援
し
て
ほ
し
い
。

・ 

同
じ
市
の
中
で
も
、
三
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
が
あ
る
の

で
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
き
め
の
細
か
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
ほ
し
い
。

地
域
福
祉
懇
談
会

市
役
所　

社
会
福
祉
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

 

（
内
線
）
１
５
６
３

問

　

12
月
８
日
か
ら
12
日
に

か
け
て
、
ふ
る
里
見
聞
館
、

旭
公
民
館
、
鉾
田
中
央
公

民
館
の
３
会
場
で
地
域
福

祉
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、

61
名
の
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

利
用
者
本
位
の
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
実
現
の
た

め
に
必
要
な
こ
と

地
域
の
社
会
福
祉
を
進
め
て
い
く
う
え
で

重
要
な
こ
と

　

市
民
が
様
々
な
情
報
の
中
か
ら
、
自
分

に
最
も
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
、
い
つ
で
も
身
近
な

と
こ
ろ
で
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用

が
で
き
る
よ
う
、
情
報
提
供
体
制
の
整
備

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
、
障
害
者
、
子
ど
も
と
そ
の
家
族

が
、
地
域
の
中
で
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め

に
は
、
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
経

験
と
知
識
を
活
か
し
て
、
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
人
に
、
適
切
な
対
応
が
図
れ
る
仕
組

み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

QQ
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　　～茨城県知事表敬訪問・茨城放送生出演～旬の味覚を召し上がれ！　県民へ苺PR
　２月９日、鬼沢市長をはじめ苺生産の関係者が県庁を訪
れ県内一の生産量を誇る鉾田市産苺をＰＲしました。橋本
知事、葉梨県議会議長をはじめとする県幹部や各課、県庁
記者クラブを歩いてまわり、今年の作柄や美味しい苺の食
べ方などを伝えました。
　また、茨城放送にも生出演し、生産者自ら消費者に旬の
美味しさを宣伝しました。

　　　～小学生食育推進事業（JAかしまなだ・市産地ブランドアップ振興協議会・市教育委員会主催）～「うんめぇ～」、「あまぁ～い」！大好評だった苺摘み体験学習
　農業に対する理解や関心を深めてもらおうと、苺摘み体験学習が、２
月９日から17日までの４日間に10校の児童301名が参加して行われまし
た。児童たちは、苺の栄養や栽培について説明を受けた後、苺摘みと試食
を体験しました。広いビニールハウスに入ると、甘い香り…。皆目を輝か
せて縦に横に移動しながら、次々と摘み取っては、美味しそうに頬張って
いました。
　学校に戻った児童たちは、体験学習の感想を絵にしました。（JAかし
まなだの「ファーマーズマーケットなだろう」に２月下旬から展示）

　　～子ども虐待予防研修会～あなたは一人じゃない！地域で子育て支援
　２月３日、市福祉事務所主催による「鉾田市子ども虐待
予防研修会」が市福祉事務所で行われました。キャプネッ
ト・みやぎ事務局次長の鈴木俊博氏を講師に迎え、保育所、
幼稚園、小中学校、家庭相談員、民生委員など子育て支援
の関係者約80名が参加しました。講師の鈴木氏は、関係
機関が携わっていたにも関わらす虐待死にいたってしまっ
た事例をあげ、虐待予防の具体的な方法や地域の役割の大
切さを訴えました。

　　～地球温暖化防止講演会～SＴＯＰ！地球温暖化　今私たちにできること
　１月25日、茨城県主催により鉾田中央公民館で地球温
暖化防止講演会が開催されました。
　講師に環境省環境カウンセラーの北條勝彦氏を迎え、約
100名の市民が参加しました。
　講演の中で北條氏は、地球環境の変化、世界の平均海水
面水位の状況や二酸化炭素排出量などについて説明し、私
たち一人一人の取組みの重要性について訴えました。

　　～東京電力㈱防犯灯寄贈～安全なまちづくりを応援します！
　12月、安全なまちづくりに役立てて欲しいと東京電力
㈱土浦支社の鈴江正典支社長が市役所を訪れ、防犯灯15
基を寄贈されました。
　市では、寄贈された防犯灯のほか市で購入した防犯灯を
年次計画により順次設置しています。

　　～市補助金等審議会答申～補助金の効果的な活用を！
　２月２日、市補助金等審議会から鬼沢市長に「平成21
年度市補助事業等の評価及び適正化に関する答申」がなさ
れました。審議会では来年度の補助金の申請が出されてい
た50事業について検討され、採択、不採択などの協議が
なされました。市ではこの答申を踏まえて平成21年度の市
補助金額を検討し新年度予算案に計上しました。

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

まちの
話題

　　～来年３月公開放送～ＮHKのど自慢、鉾田市開催決定 !!
開催日：平成22年３月14日（日）
場　所：市総合公園体育館　
問　市役所　産業経済課　☎33-2111　（内線）1166
※ 出場・観覧希望の申込方法等は来年１月の「広報ほこた」
でお知らせします。

　　～五色百人一首茨城県大会～新宮小学校大活躍！
　２月11日、県内教職員のボランティアで構成されてい
る TOSS五色百人一首協会茨城県支部主催による「第10
回五色百人百人一首茨城県大会」が茨城県武道館で開催さ
れ、新宮小学校から13名の児童が参加し、見事、４名が
入賞を果たしました。
【成績】（敬称略）
（低学年の部）赤札　優勝　小宮勇樹（３年）・　橙札　優勝　小宮詩歩（２年）   

（高学年の部）緑札　２位　海老澤春奈（６年）・　橙札　２位　池田良美（６年）

　　～安全なまちづくりキャンペーン～防犯は鍵かけ、声かけ、心がけ！
　２月５日、鉾田土木事務所付近のスーパーや病院、県道
で県、市、鉾田警察署、安全なまちづくり推進会議主催に
より安全なまちづくりキャンペーンが展開されました。
　市内の防犯関係団体や高校生ら
約100名が参加し、防犯を呼びか
けるチラシなどをドライバーや買
い物客に配り防犯意識の高揚を呼
びかけました。

　　～平成20年度家族経営協定調印式～家族みんなでイキイキ農業経営！
　１月30日、市役所で市家族経営協定推進運動協議会に
よる「平成20年度鉾田市家族経営協定調印式」が行われ
ました。
　家族経営協定は家族みんながいきいきと農業経営に参画
し、それぞれの意欲と能力が十分に発揮できるよう家族間
で協定を締結するもので、今年は11家
族が調印し、それぞれの家族に立会人
の鬼沢市長から認定書が手渡されま
した。

　　～おはよう茨城３月８日OA～鉾田の旬の味、テレビで放送
　２月18・19日、茨城の PR番組「おはよう茨城」（フ
ジテレビ毎週日曜午前6:15放送）
の撮影が市内で行われました。苺狩
り、苺餅、JA直売所などのほか、
鉾田市産野菜を使用したかき揚丼や
苺パフェが紹介されました。
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～鉾田市子育てサポートセンター（社協運営）主催～

鉾田市子育て支援講演会開催
　１月31日、鉾田中央公民館で「子育て支援講演会」が開催されま
した。講師に（社）いはらき思春期保健協会の井川三千子先生を迎え
「子どもの発達段階に応じたかかわり方」をテーマに講演があり、約
120名の参加がありました。参加者からは「子育てにかかわる成長段
階ごとの対処方法などが聞けてよかった。」などの感想も聞かれまし
た。また、当日はボランティアによる託児室をはじめ、子どもの遊び
を支援する移動児童館「子どもの城」も設けられ、子育て中のお母さ
んなども安心して参加できる講演会でした。

～鉾田ふるさとカルタ普及会・鉾田市まちづくり推進会議～

第４回鉾田ふるさとカルタ大会
　鉾田の歴史や特色についてカルタを通して触れる。そんな催しが、
１月25日に鉾田中央公民館で行われました。小学生19名が参加し、
鉾田市郷土文化研究会の大沼信夫会長から、鉾田の歴史についてお話
を聞いた後、鉾田の地名が書かれた特製カルタを使用して、取った枚
数を競い合いました。

平成20年度茨城県優良子ども会等表彰式
　平成20年度茨城県優良子ども会等表彰式が、１月24日に日立市十
王のゆうゆう十王・Ｊホールで行われ、鉾田市からは下記の団体・育
成者が表彰されました。各受賞団体・育成者は、子ども会球技大会や
夏休み子ども会作品展、地域での様々な行事を行っていますが、それ
らの熱心な活動が大きく評価されました。

明るい選挙啓発ポスターコンクール入賞者発表
　平成20年度茨城県明るい選挙啓発ポスターコンクール小学生の部
で、当間小４年の村上俊太朗君の入賞が決定しました。表彰式は３月
に行われる予定です。明るい選挙を呼びかける印象的なポスターを募
集したもので、県審査の事前に行われた市審査では、下記の方々が優
秀賞となりました。

鉾田市読書活動推進ポスター入賞者発表

　教育委員会では、現在作成中の「鉾田市子ども読
書推進計画」に合わせて、本のおもしろさや読書の
楽しさを啓発するために、読書活動推進ポスターを
募集しました。多数の応募の中から、次の方々が優
秀賞に選ばれました。今後優秀作品については、「鉾
田市子ども読書活動推進計画」の中で使用されます。

最優秀賞：野口瑞葵さん 最優秀賞：山口菜々江さん

県入賞：村上俊太朗君

入賞者（敬称略）
【最優秀賞】　徳宿小：野口瑞葵（６年）南中：山口菜々江（１年）
【優秀賞】　当間小：荻沼航希（１年）中根大翔（１年）中根麻鈴（２年）旭南小：大貫彩名（１年）清水龍生（２年）中村史仁（４年）新宮小：小宮詩
歩（２年）野友小：東野望（２年）旭東小：大島冴良（３年）白鳥東小：大槻楓（３年）飯岡拓洋（５年）大和田小：島田未来（４年）白田菜歩（５年）
入江彩香（６年）今泉萌々花（６年）徳宿小：塚田眞琴（４年）水野可奈美（４年）横田菜月（４年）横田未央（５年）田山耕司（５年）巴第一小：鬼
澤未歩（５年）白鳥西小：須賀春菜（６年）沼田ほのか（６年）北中：小島晴菜（１年）

優良子ども会：上鹿田すずらん子ども会（旭西小）
優良子ども会育成会：塔ヶ崎こまどり子ども会育成会（鉾田小）
優良指導者・育成者：石崎　昭　氏
　　　　　　　　　　　（鉾田市子ども会育成連合会副会長）

鉾田市優秀賞（敬称略）
徳宿小：山口隼人（２年）小沼彩香
（６年）当間小：村上俊太朗（４年）
池田未来（４年）旭東小：阪本稜治（５
年）巴第一小：冨田育美（４年）鉾
田小：佐川音々（４年）旭北小：豊
田菜月（３年）南中：麻生大貴（１
年）横田優樹（３年）郡司香里（３年）
旭中：日高朱理（１年）小沼睦（２
年）遠藤玲香（３年）鬼沢龍太郎（３
年）大洋中：飯島省伍（２年）

託児室託児室

動く児童館動く児童館
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第19回鉾田市近隣中学校サッカー大会

　鉾田市近隣中学18校が参加するサッカー大会（市教育委員会・市
体育協会主催）が２月14・15日市内運動場で行われました。選手らは、
日頃の練習の成果を発揮すべく、一生懸命にプレ一しました。

大会結果
　１位リーグ
　　優　勝：大野中
　　準優勝：平井中
　　３　位：鹿野中
　　　　　　旭中

第３回鉾田市民ソフトバレーボール大会

　鉾田市民146名25チームによる、ソフトバレーボール大会（市体
育協会主催）が２月15日行われました。５つのコートでは、男女混
合チームの活気ある掛け声が会場に響きました。年齢層も幅広く、参
加チームも昨年度より10チーム増えたそうです。

大会結果
１位グループ優勝：VEIL
２位グループ優勝：アクア
３位グループ１位：ウィンズ
４位グループ１位：
 ピンキーズＡ
５位グループ１位：
 マミーズＡ

ホームタウンキックオフパーティ

　２月21日、鹿行５市で構成するホームタウン協議会主催のキック
オフパーティがカシマスタジアムで開催され、関係者約160名が参加
し、アントラーズ選手や監督を激励しました。選手会長の岩政選手は、
「Jリーグ３連覇とアジアチャンピオンズリーグ優勝をめざして頑張
ります。」と決意を表しました。

鉾田市近郊中学校男子バレーボール大会

　２月22日、鉾田総合公園体育館で鉾田市近郊中学校男子バレーボール
大会（市体育協会主催）が行われました。市内からは唯一男子バレーボー
ル部のある鉾田南中が参加しましたが、決勝進出はなりませんでした。
市バレーボール連盟の森作秀裕会長は「少子化やサッカー人気の影響も
あり男子バレー部の数が減ってきていますが、鉾田市から全国で活躍で
きる選手が輩出できるよう今後も指導育成に頑張ります。」と力強く話し
てくれました。

平成20年度鉾田市体育協会スポーツ賞・功労賞表彰

種目 氏名 所属 主な大会
陸上 柏未沙希 鉾田小 全国小学生陸上競技交流大会県選考会

谷津太伽志 鉾田小 県小学生陸上競技大会
岡野美希 鉾田小 県小学生陸上競技大会
平沼翔太 諏訪小 全国小学生陸上競技交流大会
仲田侑美 鉾田南中 関東中学校陸上競技大会
島田勇 鉾田南中 関東中学校陸上競技大会
河野正太 鉾田南中 県総合体育大会
青木颯斗 鉾田南中 関東中学校陸上競技大会

空手 石田佳奈 旭北小 小・中全国空手道選手権大会
楠理久 旭東小 小・中全国空手道選手権大会
山口朝陽 徳宿小 小・中全国空手道選手権大会
小泉純子 大和田小 小・中全国空手道選手権大会

柔道 浪方涼平 白鳥西小 全国小学生学年別柔道大会県大会
荻沼栞菜 旭中 県中学校総合体育大会
小沼智美 旭中 県中学校総合体育大会
村田栞 旭中 県中学校総合体育大会
中島蘭李 大洋中 県中学校新人体育大会
宮崎廉 桐蔭学園高 神奈川県高等学校新人体重別大会
佐藤敏成 水戸葵陵高 全国高等学校柔道大会県予選
松本早紀 土浦日本大学高 県総合体育大会兼全国高等学校総合体育大会県予選会

アーチェリー 村田瑞季 水城高 全国高等学校総合体育大会
サッカー 小島剛 白鳥西小 全日本少年サッカー大会決勝大会
ソフトテニス 東峰達志 大洋中 県総合体育大会

種目 氏名 所属 主な大会
ソフトテニス 飯島孝平 大洋中 県総合体育大会

鬼沢真彦 鉾田第二高 関東高等学校ソフトテニス大会
高野翔伍 鉾田第二高 全国高等学校総合体育大会
遠藤裕樹 鉾田第二高 全国高等学校総合体育大会
大場吉博 土浦第三高 県高等学校ソフトテニスインドア大会兼

関東高等学校選抜ソフトテニス大会県予選会
スキー 給前友貴 鉾田南中 全国中学校スキー大会
水泳 白井崇大 鉾田南中 県中学校新人体育大会
卓球 小沼可奈子 鉾田第二高 関東高等学校卓球大会

額賀名花 鉾田第二高 関東高等学校卓球大会
ソフトボール 鈴木絵里子 明秀学園日立高 全国高等学校総合体育大会
ラグビーフッ
トボール

井坂健人 清真学園高 国民体育大会県大会
白石貴久 清真学園高 国民体育大会県大会

野球 青木崇 水戸桜ノ牧高 秋季関東地区高校野球県大会
河野孝太郎 水戸桜ノ牧高 秋季関東地区高校野球県大会

バスケット
ボール

内山拓未 常磐大高 全国高等学校総合体育大会県予選会
笹目築久 常磐大高 全国高等学校総合体育大会県予選会
小沼恒平 常磐大高 全国選抜優勝大会県大会

剣道 根本樹 守谷高 全国高等学校総合体育大会

スポーツ賞（個人の部）敬省略

団体名 主な出場大会
旭中学校男子バスケットボール部 県民中学校総合体育大会
旭中学校女子柔道部 県民中学校総合体育大会
旭中学校男子駅伝チーム 関東中学校駅伝大会
大洋中学校女子ソフトテニス部 県中学校新人体育大会
鉾田南中学校女子ソフトボール部 関東中学校ソフトボール競技大会
鉾田第二高等学校男子ソフトテニス部 関東高等学校ソフトテニス大会県予選会
鉾田第二高等学校女子ソフトテニス部 全国高等学校ソフトテニス大会県予選会
鉾田第二高等学校女子卓球部 関東新人卓球大会

スポーツ賞（団体の部）

功労賞（個人の部）敬省略
氏名 所属
小沼安幸 鉾田市バドミントン連盟
小野瀬秀明 鉾田クラブ

功労賞（団体の部）
団体名
鉾田クラブ
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鉾田市集中改革プランの進捗状況をお知らせします。
　鉾田市では、平成17年度の合併を受けて、平成18年度から22年度
までの５年間に緊急的・重点的に取り組む行政改革の指針となる「鉾
田市行政改革大綱」と、その具体的な取り組み目標を掲げた「鉾田
市集中改革プラン」を策定し、行財政改革に取り組んでいます。
　今回は、平成19年度までの成果と取り組み状況をとりまとめまし
たのでお知らせします。

　「鉾田市行政改革大綱」と「鉾田市集中改革プラン」の全文、具
体的な取り組みの状況は、鉾田市役所総務部総務課・鉾田市公式ウェ
ブサイトで閲覧できます。
 ＜ホームページアドレス＞
　http://www.city.hokota.lg.jp/gyouseikaikaku/g-kaikaku.html

問　市役所　総務課☎33－2111（内線）1222

◇事務事業の再編・整理、廃止・統合
　　　　　　　→総合計画実施計画ヒアリングを実施
◇事務事業の簡素化・効率化
　　　　　　　→入札参加資格電子申請システム共同利用事業の導入
◇民間委託などの総合的な指針・計画の策定
　　　　　　　→アウトソーシングマニュアル策定
◇指定管理者制度の導入
　　　　　　　→指定管理者導入（７施設）
◇行政手続きのオンライン化の推進
　　　　　　　→ 22項目について電子申請が可能　追加項目につい

ての検討を継続
◇電子システム導入による業務改革
　　　　　　　→外国人登録システムの導入

◇定員の削減と定員管理の適正化
　　　　　　　→定員削減の達成率123％（H20.4.1現在　436人）
◇公共施設のあり方についての検討
　　　　　　　→串挽幼稚園平成20年度をもって廃園の方針決定
◇給与の適正化
　　　　　　　→平成19年４月　通勤手当　2,000万円削減　
　　　　　　　　　　　　　　　管理職手当　400万円削減
◇人材育成に関する基本方針の策定
　　　　　　　→人材育成に関する基本方針の策定
◇能力・実績を重視した人事評価システムの構築
　　　　　　　→人事評価システムの試行

方針４ 分権型社会に対応した経営・財政運営の推進方針３ 地域との協働によるまちづくりの推進

◇市税の徴収率向上の推進
　　　　　　　→滞納整理強化（差押）145件増　
　　　　　　　　口座振替納税 17,500件増　　※H18→ H19
◇中期経営計画等の策定
　　　　　　　→公営企業経営健全化計画（H18 ～ H27）
　　　　　　　　中期経営計画（H17 ～ H21）策定
◇団体等に対する補助金の整理適正化
　　　　　　　→補助金予算額を79,786,000円縮減
◇入札・契約のさらなる適正化
　　　　　　　→電子入札システム導入。

◇公共的サービスの提供を行う活動主体への支援
　　　　　　　→生涯学習会議（13学区）・市民音楽祭等への補助
◇活動主体との連携・協力（子育て支援環境の充実）
　　　　　　　→子育てサポーター派遣事業開始（協力会員35名）
◇活動主体との連携・協力（地域ケアシステム推進）
　　　　　　　→658のケアチームで事業推進。大洋地域では２つの
　　　　　　　　モデル地区を選定し推進中。
◇パブリック・コメント制度の導入
　　　　　　　→鉾田市パブリック・コメント手続に関する要綱の制定

鉾
田
市
職員の給与公表

■平成20年度の職員給与（普通会計予算） （単位：千円）

職員数
給与費 一人当たり

給与費給料 職員手当 期末勤勉手当 計
380人 1,525,422 127,578 622,636 2,275,636 5,805

　※企業会計、特別会計予算を除く

■職員の初任給（平成20年４月１日現在） （単位：円）

区分
鉾田市 国

初任給 ２年後 初任給 ２年後

一般行政職
大学卒 175,600 185,800 Ⅰ種185,800

Ⅱ種172,200
Ⅰ種196,400
Ⅱ種182,400

高校卒 147,200 155,700 140,100 147,200
技能労務職 高校卒 144,300 148,200 － －
教育職 大学卒 175,600 185,800 － －

■職員の平均給与額（平成20年４月１日現在） （単位：歳・円）
区分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職 41.7 320,628
技能労務職 51.6 335,085
教育職 42.5 325,596

　※給料…基本給

■職員数（各年４月１日現在） （単位：人）
区分 H16 H17 H18 H19 H20

一般行政部門 342 324 313 305 286
特別行政部門（教育） 123 115 106 95 94
公営企業部門 46 49 51 49 56
合計 511 488 470 449 436

問　市役所　総務課　人事係　☎33-2111（内線）1222
■一般行政職の級別職員数（平成20年４月１日現在）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級　

標準的な
職務内容 主事 主事 係長

主幹
課長補佐
主査

課長
出先機関
　　の長
副参事

課長
出先機関
　　の長

部長
参事

職員数（人） 39 32 128 82 25 12 11
構成比（％） 11.9 9.7 38.9 24.9 7.6 3.6 3.3

■職員手当の状況
区分 ６月 12月 計

期末・勤勉手当 2.15月分 2.35月分 4.50月分
　※職務の級に応じて5％から15％の加算措置あり

区分 支給月額

扶養手当
配偶者 13,000　
配偶者以外 6,500　

　※配偶者がない場合の１人目の額は、11,000円
　※満15歳から22歳の子の場合は、5,000円の加算措置あり。

区分 支給月額
通勤手当 交通機関利用者 運賃相当額を支給、ただし55,000円を限度

自動車等利用者 距離区分に応じ、2,200円～ 34,000円を支給
　※片道２㎞未満は無支給

 （単位：円）
区分 支給月額

住居手当
借家の場合の支給限度額 27,000　
持家の場合の支給額（新築又は購入から５年） 2,500　

区分 最高限度額 勤続20年 勤続25年 勤続35年

退職手当
自己都合 59.28月分 23.50月分 33.50月分 47.50月分
勧奨・定年 59.28月分 30.55月分 41.34月分 59.28月分
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問　大洋公民館☎39－3305

大洋公民館からのお知らせ

【押し花クラブ作品展】
　期間　３/18（水）～ 29（日）
　時間　９：00～ 17：00
　場所　大洋公民館１Fロビー
※月曜休館

問　市役所農業委員会☎33－2111
 （内線1251・1252）

農業委員会からのお知らせ

受付相談日
　３/６（金）・９（月）
　大洋市民センター　９：00～ 12：00
　旭市民センター　　13：00～ 16：00
内容　 農業委員会に関する各種申請書の受付と

審査

３/７（土）鹿島アントラーズＶＳ浦和レッズ戦に
よる道路の混雑が予想されますのでご注意下さい

問　市役所企画課☎33－2111（内線1301）

　３月７日（土）カシマスタジアムで鹿島アン
トラーズ対浦和レッズ戦が行われます。
　試合終了の18時頃から、国道51号水戸方面
の混雑が予想されますので、ご注意願います。
　尚、試合を観戦される方は、大洗鹿島線の利
用をお勧めします。

問　市役所社会福祉課☎33－2111（内線1563）
鉾田市教育委員会生涯学習課☎37－1111（内線2222）

鉾田市人権・同和問題講演会（無料）

　憲法で保障されている「基本的人権の尊重」
は、人々が健康で幸せに生きていく上で、欠く
ことのできない大原則です。
　市民ひとり一人が「人権・同和問題」につい
て、正しい知識や理解を深め、差別と偏見のな
い豊かな生活が送れるよう、講演会を開催しま
す。皆様お誘い合わせのうえ、多数のご参加を
お待ちしています。
　日時　３/６（金）　18：00～
　場所　大洋公民館
　演題　「人権意識の高揚を目指して」

～同和問題を中心とした
　　　人権問題を考える～
講師　廣瀬和喜　氏
　　　（茨城県私学協会会長）
定員　300名（当日先着順）

invite募集します
家庭生活支援員を募集します
 ～母子家庭等日常生活支援事業～

問　社団法人茨城県母子寡婦福祉連合会母子福祉センター
☎029－ 221－ 8497　FAX029－ 221－ 8618

　母子家庭や父子家庭及び寡婦の方が、自立の
為の修学や急な疾病等の為に生活援助や、保育
サービスが必要な場合に身の回りの世話や子供
を預かるサービスを行う家庭生活支援員を募集
します。
　【支援の内容】
　 　（生活援助） 母子家庭等の自宅における食

事や身の回りの世話、住居の
掃除、生活必需品等の買物、
医療機関等との連絡

　 　（子育て支援） 家庭生活支援員の自宅等に
おける乳幼児の保育

　【資格要件】
　　（生活援助）　　ホームヘルパー３級以上
　　（子育て支援）　保育士
　【手当】
　 　生活援助や子育て支援のサービスを行った
場合、時間数に応じ報償費が支給されます。
　【申込先】
　　　〒310－0065
　水戸市八幡町11－52　母子福祉センター
　 　家庭生活支援員登録申請書に必要事項を記
入の上、証明書の写しを添えてファックス、
又は郵送で申込下さい。登録用紙は、市役所
子ども家庭課にあります。
◆この制度を利用したい方
　 事前に登録が必要です。市役所子ども家庭課へ
お問合せください。☎33－2111（内線）1570

問　県難病団体連絡協議会☎029－ 244－ 4535

小児慢性特定疾患ピア相談（無料）

　慢性疾患のお子さんをお持ちの方の育児や日
常生活に対する不安・悩みについて、同じよう
な経験を持つ「ピア相談員」が電話で相談に応
じています。
相談申込受付　10：00～16：00（土・日・祝日除く）
対象　 小児慢性疾患に罹患しているお子さんを

お持ちの方
申込方法　 電話で申込後、ピア相談員から折り

返し連絡し、不安や悩みについて相
談を受けます。

問　自衛隊茨城地方協力本部☎029－ 231－ 3315

自衛官募集

受験資格 受付期間 試験日

幹部候補生
（一般・技術）

22～ 26歳未満
（技術：28歳未満）

４/１～  
５/12

５/ 16・
  17

一般曹候補生 18～ 27歳未満 ４/１～  
５/12 ５/23

予備自衛官補 18～ 34歳未満 １/５～  
４/13 ４/18

問　県警察本部生活安全総務課
 ☎ 029－ 301－ 0110（内線3023）

ひばりくん防犯メールに登録を！

　「ひばりくん防犯メール」は、県民の自主防
犯に役立つよう犯罪情報や地域安全情報、交通
安全情報などを携帯電話やパソコンにメールで
配信するものです。登録希望者は、次の登録用
メールアドレスに「空メール」を送信してくだ
さい。
【登録用メールアドレス】

add@mail1.police.pref.ibaraki.jp
※料金・通信料は、利用者負担

平成21年度鉾田市シルバー人材センター
入会説明会を開催します

問　鉾田市シルバー人材センター☎32－4448
鉾田市当間1989（ワークプラザ鉾田）

　あなたの知識や経験を地域に活かしてみませ
んか？
【入会資格】
・鉾田市在住の60歳以上の方
・入会説明会に参加した方
【仕事の内容】
　・ 屋内外の作業（除草・草刈・公園清掃・樹

木消毒など）
　・ 技術を必要とする分野（植木手入れ・襖、

障子、網戸張替・左官・大工仕事等）
　・サービス分野（福祉・家事援助サービス等）
【報酬】
　 仕事をした時間や内容等に応じて「配分金」
を支払います。

【保険制度】
　団体傷害保険・賠償責任保険に加入
【会費】
　年会費2,500円（互助会費500円を含む）
【入会説明会日程】
　※参加希望者は、事前に窓口又は電話で申込
　※13：30から当センターにて開催

4/15（水） 5/15（金） 6/23（火）
7/23（木） 8/12（水） 9/14（月）
10/21（水）11/17（火）12/16（水）
1/21（木） 2/17（水） 3/15（月）

　毎日の暮らしの中で起こるさまざまな問題を
解決に導くための相談です。
○ いじめ・体罰・部落・女性・外国人などの差
別問題
○ 家庭内（夫婦、親子、結婚、離婚、扶養、相
続）の問題
○金銭貸借、借地借家、近隣間のもめごと
日時　３/５（木）　10：00～ 15：00
場所　旭地区学習等供用施設
　　　（旭総合支所敷地内）
相談担当者　人権擁護委員

◆下記でも相談を受け付けています。
　ご活用下さい。
水戸地方法務局鹿嶋支局
　　　　　　☎0299－83－6000
　鹿嶋市鉢形1527－1（鹿嶋市役所隣）
　９：00～ 16：00（土・日・祝日除く）

特設人権相談所開設
 秘密厳守・無料・予約不要

問　旭市民センター総合窓口グループ☎37－4346

お仕事をお探しの皆様へ
鉾田市地域職業相談室をご利用ください

問　ハローワーク常陸鹿嶋☎0299－ 83－ 2318

　鉾田市地域職業相談室は、ハローワーク常陸
鹿嶋と鉾田市が共同で運営しています。
　主な取り扱い業務は、
①就職の相談や紹介
②パソコンを利用した求人情報の案内
（鉾田・行方・鹿嶋・水戸・石岡等）
場所　鉾田市鉾田1367－3（鉾田合同庁舎内）
 ☎　34－0117
時間　８：30～ 17：00
休日　土・日・祝日・年末年始

↑相談風景 ↑パソコンを利用した求人情報の案内

↑持ち帰り求人情報 ↑求人票閲覧ファイル



片岡鶴太郎氏講演会

演題「流れのままに」演題「流れのままに」

演題「有機がつなぐたからもの」演題「有機がつなぐたからもの」

俳優・画家
片岡鶴太郎氏

鉾田市産苺使用「すとろべりぃ酒」開発（株）月の井酒造店社長
坂本敬子氏

広報ほこた H21.3
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毎月開催しています！
市民と市長の朝市トーク

市役所総務課秘書室
☎33－2111（内線1211）

問

●４/６（月）鉾田市役所
●５/７（木）大洋総合支所
※時間はいずれも８:15～９:15

２月２日の大洋市民センターでの朝
市トークの様子。
健康や防災対策などが話題に上がり
ました。

一般相談（13：00～15：00）
２日前までに予約をお願いします

弁護士相談（10：45～15：00）
予約制

鉾田市社会福祉協議会
　　鉾田本所　☎32－5831
　　旭支所　　☎37－3571
　　大洋支所　☎34－5200

問

心配ごと相談
旭 鉾田 大洋

３月 12日（木）
社協本所

26日（木）
大洋公民館

４月 ９日（木）
社協旭支所

23日（木）
鉾田中央公民館

市の花　ヒマワリ 市の木　サクラ 市の鳥　ウグイス

電話案内（24時間対応） ☎029-241-4199
インターネット　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
携 帯 サ イ ト　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/

茨城県救急医療情報システム

鉾田警察署 ☎34－0110
鉾田消防署 ☎34－0119
旭 出 張 所 ☎34－4119
大洋出張所 ☎34－5119
火災情報テレホンサービス ☎32－2119

一般の問合せ

医 療 機 関 案 内

鉾田警察署　110
鉾田消防署　119

火 災 ・ 緊 急

　　防災無線を聞き逃した時は

防災無線テレホンサービス ☎34－8770
 ☎34－8771

行政相談

市役所総務課秘書室☎33－2111
（内線1211）

問

３/11（水）13：30～15：30
鉾田中央公民館

＊毎月第２水曜開催

市立図書館休館日　３月 休館日

つくば（９：00～ 21：00） ☎029－852－9999
大阪（24時間対応） ☎072－727－2499
日本中毒情報センターhttp://www.j-poison-ic.or.jp

中毒110番

毎日（18：30～ 22：30）
☎029－254－9900（短縮ダイヤル＃8000）

茨城子ども救急電話相談

毎日（20：00～ 23：00）☎0299－82－3817
鹿嶋市宮中1998－2鹿島保健センター内

夜間小児救急診療所

献血にご協力ください
４/３（金）10：00～16：00 セイミヤ鉾田舟木店

納税カレンダー
国民健康保険税 ９期

納期限
３/31
（火）

休日診療
電話番号 ３月

鉾田病院 ３２－３３１３ 20
高須病院 ３３－２１３１ 22
ハタミ病院 ３３－３１５８ ８・29
北浦整形外科 ３３－２１３６ 15

健康カレンダー
旭保健センター ☎37－1411
鉾田保健センター ☎33－3691
大洋保健センター ☎39－4866

問

事業名 場所（項目） ３月

乳児健診 鉾田 18（水）
（H20.11生）

育児相談
旭 ３（火）
鉾田 18（水）
大洋 10（火）

幼児健康
診査

旭 ３歳児健診 ３（火）
（Ｈ17.９～11生）

鉾田

１歳半健診 13（金）
（H19.８生）

２歳児歯科健診 ６（金）
（Ｈ18.８生）

３歳児健診 17（火）
（H17.11生）

大洋 １歳半健診 10（火）
（H19.６～８生）

機能回復
訓練

（リハビリ）

旭 ４・11・25（水）
鉾田 ５・12・26（木）
大洋 ６・13・27（金）

（３/３～４/３までの予定を掲載）

精神保健事業
事業名 場所（時間） ３月

デイケア 鉾田
（９：30～11：30）６・13・27・４/３（金）

フリークラブ

旭
（９：30～11：30） 11・25（水）

鉾田
（９：30～11：30）４・18・４/１（水）

大洋
（９：30～15：00） ９・16・23（月）

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

問　市役所産業経済課☎33－2111（内線1167）
農業使用済みプラスチックなどの収集日程

旭地区 鉾田地区 大洋地区
時間 9:00～12:00
ポリ ３/11（水） ― ３/10（火）
粗悪品 ３/25（水） ３/24（火）
※ ３/24（火）鉾田・大洋地区の粗悪品は、
JAかしまなだ中央野菜選荷場で行います。

　
  内容　・講演会
  　　　・  パネルディスカッション
  　　   　 （パネリスト：片岡鶴太郎氏・

坂本敬子氏・市長・鉾田市認
定農業者連絡協議会会長）

　日時　　３/30（月）17：20（開場16：00）
　場所　　鉾田総合公園体育館
　定員　　約800名
　対象　　鉾田市在住・在勤・在学者
申込方法　 申込受付日に鉾田中央公民館に

て先着順に入場券を配布
申込受付　３/16（月）9：00 ～ 17：00

問　市役所産業経済課
　　☎33－2111（内線1162 ～ 1164）

申込受付
３/16
（月）
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